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論文内容の要旨
本論文は遠心送風機の旋回失速に関する研究結果をまとめたもので，以下に述べる 6 章から成って
いる。
第 1 章は序論で，旋回失速に関する従来の研究の概要と本研究の目的を述べている。
第 2 章では送風機の旋回失速時の吸込管内およびデイフユーザ内における流れの測定とその結果に
ついて述べている。流れの測定は新しく考案した二次元非定常流れの測定法を用いて行なっている。
その結果，旋回失速は逆流を伴ったものであり，吸込管内および、デイフユーザ内に生じた逆流域は同じ旋
回速度で羽根車のまわりを旋回すること 吸込管内では逆流により複雑なフローパターンが形成され
ることなどを明らかにしている。吸込管内の流れについては時間平均化された流れの測定も行い，非定
常流れの測定結果と比較している。そして時間平均化されて測定された流れは遠心ターボ機械の低流
量域の流れと同様なものであり，それは真の流れの性質の一部を捉えていることを明らかにしている。
第 3 章では第 2 章で用いた送風機の吐出側の条件を変えた場合の送風機特性と旋回失速について調
べた結果を述べている。送風機吐出側の状態は送風機特性と旋回失速に大きな影響を及ぼし，吐出側
の条件により送風機特性に不連続点が現われたり， ヒステリシス部が生じたりする場合があり，また
セル数の変化等も起ることを明らかにしている。流れの測定については，第 2 章の測定法をさらに発
展させた三次元非定常流れの測定法を開発し この方法を用いて羽根車入口の羽根直前での旋回失速
流れを測定している。その結果，この位置での流れは羽根車からの逆流域と羽根車に向う順流域より
成っており，それらの流れ領域の大きさとそこを通過する流れの速度は流量の変化にともなって種々
に変化することを明らかにしている。
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第 4 章では第 2 章の送風機の吸込側の状態を変化させた場合の送風機特性と施回失速について調べ
た結果を示している。吸込側の状態も送風機特性と旋回失速に影響を及ぼすことがわかり，日及込側の
条件によっては失速範囲が狭まって安定作動範囲が広がり，失速範囲でも大きな圧力係数が得られる
等の特性改善効果を示す場合のあることを明らかにしている。
第 5 章では第 2 章から第 4 章で用いた羽根車と羽根形状が異る羽根車をもっ送風機についての実験
結果を述べている。この場合にもやはり前章までと同様な旋回失速がおこるが，出口条件によっては
これまでの旋回失速と性質の異った旋回失速も発生することを見出している。
第 6 章は結論で，第 1 章から第 5 章を通じて結論づけられる事柄を述べている。
論文の審査結果の要旨
遠心送風機にも軸流送風機と同様旋回失速がおこり，それが振動や騒音の原因となることが最近に
なってわかり，遠心送風機の旋回失速についての関心が高まっている。しかし遠心送風機の旋回失速
の現象についてはほとんどわかっていないのが，現状である。
旋回失速流れでは一定断面内に逆流域と順流域が共存し，それらが羽根車の回転より低い一定回転
数で回転するがこの流れを測定するため，本研究ではまず方向特性のよいキャップっき熱線風速計を
考案し，それによる旋回失速流れの測定法を開発した。この風速計はその後他大学の二三の研究室で
も f吏用されている。
この新しい熱線風速計を用い吸込管内の旋回失速流れを測定し，吸込管外周に生ずるねじれた逆流
域，管中心部のねじれた順流域の存在を明らかにした。同時にピトー管で従来通りの測定を行い，低
流量時には軸対称、逆流がおこることが従来定説となっているが，このような場合に施回失速流れを生
じていることもあることを明かにした。
またこの風速計を用いて羽根車出口のベーンレス・ディフユーザ内などの旋回失速流れの測定を行
い，これらの旋回失速流れと送風機特性の関係送風機入口，出口の条件が旋回失速流れおよび送風機
持性に及ぼす影響などを実験的に明らかにした。
以上のように本論文は流体機械工学上新しい知見を加え，今後の発展に貢献するところが大きい。
よって博士論文として価値あるものと認める。
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